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 小規模特認校として 2 年目を迎える山王小学校の教育活動について、アンケートへの回答にご協力

いただきありがとうございました。 

 結果から見えた今後の課題は、コミュニティスクール（学校運営協議会）でも共有し、児童と保護者、

教職員、そして地域の方々と共に取り組んでいきたいと思います。 

 

【課 題】 
（１）  読書活動への取組に関して「取り組んでいる（とてもよくあてはまる・だいたいあてはまる）」

と回答した割合が、本アンケートで最も低い数値（児童：82.5％、保護者：64.3%）でした。

昨年度末から児童の肯定的な回答の割合は 9.6 ポイント上昇したのに対し、保護者の割合は 9

ポイント下がりました。 

《考えられる原因・要因》 

世界的に、児童がPCやゲーム（インターネットを介する媒体）に興じる時間が相当多くなっ

ていることが懸念されています。山王小の児童たちも、同様の傾向にあると考えています。 

  《今後の改善策》 

     本校図書室では、司書による読書へ親しむ活動（例：「福ブック」）などを行っています。 

   また、公民館と連携した読み聞かせなども定期的に行う予定です。ご家庭にもお知らせしてまい 

   ります。 

（２） 児童の体力の向上について、保護者の肯定的な回答が、昨年度に比べ14.3ポイントも下回り 

   ました。（83.4%→69.1%。児童の回答は横ばい89.5%） 

《考えられる原因・要因》 （１）読書活動の要因と同様と考えます。 

 《今後の改善策》 

    学校医からも、幼少期に、日光を浴び身体を動かすことで脳が活発になり、脳の発育にも大   

   きく影響するという助言をいただきました。 

    行事や縦割り班活動などを充実させ、楽しみながら運動に親しむ機会を意図的につくっていき 

   ます。 

 

【今後も継続していきたい点】 
（１） 「いじめや不登校児のない楽しい学校」として肯定的な評価が、さらに上昇しました。（児童

91.6→98.2％）。さらに、保護者の皆様からは、100%の肯定的な評価をいただきました。 

   この結果は、学校だけで成せることではなく、保護者の皆様や地域の方々のご支援ご協力による

ものと考えています。ありがとうございます。 

   今後も、保護者や地域の方々と共に、児童を見守り育んでいく姿勢を大切にしてまいります。 

 

（２） 今年度アンケートから、小規模特認校としての教育活動について調査を行いました。山王小が  

  掲げている「５つの取組」について、保護者の皆様からは、特に「英語教育」「アーティストとの 

  交流授業」「異学年交流活動」そして「少人数授業」のよさについて、７割以上の肯定的な評価を 

  いただきました。今後ももさらに、本校の特色が洗練されるよう努めていきます。 

 

（３） 交通ルールを守っていると回答した児童・保護者も 90%以上と今回も高い評価でした。今年

度から、「広域パトロール」として、児童が校区外から通学している保護者の方々にも防犯パトロ

ールをお願いしているところです。 

    毎日の登校見守りや、下校時の防犯パトロールによる見守りのおかげです。感謝申し上げま

す。 


